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	応用
	抗原情報
	背景
	二機能性 DNA N-グリコシラーゼで、関連するアプリン/アピリミジン (AP) リアーゼ機能が、酸化 DNA 損傷の修復における主要な修復経路である塩基除去修復 (BER) の第一段階を触媒します。DNA N-グリコシラーゼ活性は、N-グリコシド結合を切断して AP 部位を残し、損傷した DNA 塩基を DNA から遊離させます。AP リアーゼ活性は、β 脱離によって AP 部位の 3' 側のホスホジエステル結合を切断します。主にピリミジンの酸化塩基損傷を認識し、修復します。また、8-オキソ-7,8-ジヒドログアニン (8-oxoG) DNA グリコシラーゼ活性も有します。DNA 内のグアニン残基の反対側の DNA 損傷に優先的に作用します。ヌクレオソームの破壊を必要とせず、または誘発することなく、ヌクレオソーム内の損傷を処理できます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	NTH1 抗体を使用した K562、Hela 溶解物中の NTH1 のウエスタン ブロット分析。
	

	NTH1 抗体と DAPI (青) を使用した Hela 中の NTH1 (緑) の免疫細胞化学分析。

